
（単位：円）

当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 △ 48,255,741 

未収金

貸倒引当金 △ 9,580,999 △ 17,473,081 

貸付金 △ 1,672,071 

用地 △ 18,100,812 

前払金

立替金 △ 24,727 

仮払金

貯蔵品

流動資産合計 △ 19,097,993 

２　固定資産

(１)基本財産

基本財産

基本財産合計

(２)特定資産

農業担い手育成基金

特定鉱害復旧事業等基金

退職給付引当資産 △ 28,208,665 

事故共済基金引当資産

施設維持積立資産

苗事故共済積立資産

運営準備金積立資産

除染対策特定費用準備資金 △ 10,000,000 

固定資産積立資産

投資有価証券(償却原価引当資産）

特定資産合計 △ 38,164,841 

(３)その他固定資産

建物 △ 2,960,802 

建物附属設備 △ 519,930 

構築物 △ 1,045,995 

機械装置 △ 1,343,783 

車両運搬具 △ 248,621 

什器備品 △ 474,637 

無形固定資産 △ 72,582 

投資有価証券 △ 4,000,000 

出資金

その他固定資産合計 △ 10,666,350 

固定資産合計 △ 48,831,191 

資産合計 △ 67,929,184 

Ⅲ　　貸　借　対　照　表
平成３０年３月３１日現在

科　　　　　　　　目
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当年度 前年度 増　減

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

短期借入金 △ 20,183,471 

未払金

預り金

仮受金 △ 51,374,627 

交付準備金 △ 17,180,114 

預り保証金 △ 4,000,000 

洗浄残土処分引当金 △ 10,000,000 

流動負債合計 △ 26,899,118 

２　固定負債

長期借入金 △ 15,746,144 

退職給付引当金 △ 28,208,665 

合理化事業損失引当金

修繕引当金

預り保証金

固定負債合計 △ 33,954,809 

負債合計 △ 60,853,927 

Ⅲ　正味財産の部

１　指定正味財産

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

２　一般正味財産 △ 7,075,257 

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額） ( 　　△ 9,956,176)

正味財産合計 △ 7,075,257 

負債及び正味財産合計 △ 67,929,184 

科　　　　　　　　目
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公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計
内部取引

消去
合計

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金

未収金 △ 16,628,072 

貸倒引当金 △ 9,580,999 △ 9,580,999 

貸付金

用地

前払金

立替金 △ 21,137,147 

仮払金 △ 5,599 

貯蔵品

流動資産合計 △ 37,770,818 

２　固定資産

基本財産

基本財産

基本財産合計

特定資産

農業担い手育成基金

特定鉱害復旧事業等基金

退職給付引当資産

事故共済基金引当資産

施設維持積立資産

苗事故共済積立資産

運営準備金積立資産

除染対策特定費用準備資金

固定資産積立資産

投資有価証券(償却原価引当資産） △ 10,089 

特定資産合計

その他固定資産

建物

建物附属設備

構築物

機械装置

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

出資金

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計 △ 37,770,818 

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

短期借入金

未払金 △ 37,660,182 

預り金

仮受金 △ 110,636 

交付準備金

洗浄残土処分引当金

流動負債合計 △ 37,770,818 

２　固定負債

長期借入金

退職給付引当金

合理化事業損失引当金

修繕引当金

預り保証金

固定負債合計

負債合計 △ 37,770,818 

Ⅲ　正味財産の部

１　指定正味財産

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

２　一般正味財産

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額） ( △ 10,089)

正味財産合計

負債及び正味財産合計 △ 37,770,818 

貸 借 対 照 表 内 訳 表
平成３０年３月３１日現在

（単位：円）

科目
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

経常収益

基本財産運用益 △ 138

基本財産受取利息 △ 138

特定資産運用益 △ 47,198

特定資産受取利息 △ 47,198

受取会費

正会員受取会費 △ 200,000

賛助会員受取会費

事業収益

農地中間管理事業等収益

県有林事業収益

自然観察施設管理運営事業収益 △ 4,145,000

農業コンサルタント事業収益

調査設計事業収益

農用地等造成事業収益 △ 4,639,606

林業緑化コンサルタント事業収益 △ 3,903,804

リサイクル製品販売代金 △ 18,106,978

農ビ等処分受託費収益

県育成品種販売代金

種苗販売代金 △ 8,799,616

受取補助金等 △ 92,589,481

受取国補助金

受取県補助金 △ 93,432,567

受取関係団体等助成金 △ 44,000

受取受託金

受取県受託金

受取団体受託金

受取負担金 △ 9,754,426

緑化啓発事業負担金

受取農家等負担金

受取農ﾋﾞ回収処理負担金 △ 178,550

受取農ﾎﾟﾘ回収負担金 △ 141,404

受取農ﾎﾟﾘ処理負担金 △ 11,417,828

受取団体等負担金 △ 27,000

受取種子事業負担金

受取交付準備金 △ 40,749,644

受取団体等助成金

受取団体等負担金 △ 41,844,671

受取賛助金 △ 60,000

受取賛助金 △ 60,000

受取積立金 △ 5,342,002

受取残量処理積立金

受取事故共済(補償)積立金 △ 6,471,557

入園料等収益 △ 629,999

植物園入園料収益 △ 33,200

研修室使用料収益

その他収益 △ 616,099

Ⅳ　　正 味 財 産 増 減 計 算 書
平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで

科 目
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当年度 前年度 増減科 目

雑収益 △ 19,301,539

受取利息

雑収益 △ 17,059,568

認証マーク代金

受取光熱費 △ 2,157,856

前期損益修正益 △ 323,455

諸引当金戻入

諸引当金戻入

交付準備金戻入額 △ 19,074,346

交付準備金戻入額 △ 19,074,346

経常収益計

経常費用

事業費

役員報酬 △ 2,577,814

給料手当

法定福利費

退職給付費用 △ 2,625,652

福利厚生費 △ 284,002

会議費

旅費交通費 △ 538,093

通信運搬費

飼料費 △ 8,139

減価償却費

消耗什器備品費 △ 204,828

消耗品費

調査費

修繕費

印刷製本費 △ 5,508,200

燃料費

光熱水料費 △ 128,892

宣伝広告費 △ 810,962

手数料 △ 5,870,983

筆耕料

賃借料

保守管理料

保険料

諸謝金 △ 1,600,614

水利費

工事費

租税公課 △ 2,752,065

渉外費 △ 36,917

生産者交付金 △ 23,750,999

返戻・振替金

交付準備金繰入金 △ 77,182,834

会費負担金

支払負担金 △ 237,511

支払助成金 △ 109,504,212

委託費

支払利息 △ 39,731

許諾料

残量処理費 △ 18,177,839

事故共済(補償)金 △ 6,450,270

農地賃借料

用地費 △ 2,957,555
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当年度 前年度 増減科 目

洗浄残土処分費

雑費 △ 2,969,635

管理費

役員報酬

給料手当 △ 227,238

法定福利費

退職給付費用

福利厚生費 △ 41,525

会議費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費 △ 27,129

消耗什器備品費

消耗品費 △ 26,750

修繕費 △ 361,461

印刷製本費 △ 225,028

燃料費

光熱水料費

手数料 △ 135,121

筆耕料 △ 4,167

賃借料

保守管理料

保険料

諸謝金

租税公課 △ 61,504

渉外費

会費負担金

支払負担金 △ 16,122

委託費

支払利息

雑費 △ 178,107

諸引当金繰入

貸倒引当金繰入

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 37,960,727 △ 29,630,187 △ 8,330,540

基本財産評価損益等

特定資産評価損益等

投資有価証券評価損益等

評価損益等計

当期経常増減額 △ 37,960,727 △ 29,630,187 △ 8,330,540

２．経常外増減の部

経常外収益

固定資産売却益

車両運搬具売却益

受取配当金（出資会社清算金）

受取配当金（出資会社清算金）

経常外収益計
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当年度 前年度 増減科 目

経常外費用

固定資産除却損 △ 5

建物除却損 △ 1

車両運搬具除却損

什器備品除却損 △ 4

経常外費用計 △ 5

当期経常外増減額 △ 6

税引前当期一般正味財産増減額 △ 6,197,757 △ 29,630,193

法人税，住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額 △ 7,075,257 △ 29,762,193

一般正味財産期首残高 △ 29,762,193

一般正味財産期末残高 △ 7,075,257

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 △ 138

特定資産運用益 △ 29,910

一般正味財産への振替額 △ 26,250,506 △ 26,280,554

基本財産運用益 △ 164,102 △ 164,240

特定資産運用益 △ 26,086,404 △ 26,116,314

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 7,075,257
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Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

経常収益

基本財産運用益

基本財産受取利息

特定資産運用益

特定資産受取利息

受取会費

正会員受取会費

賛助会員受取会費

事業収益

農地中間管理事業等収益

県有林事業収益

自然観察施設管理運営事業収益

農業コンサルタント事業収益

調査設計事業収益

農用地等造成事業収益

林業緑化コンサルタント事業収益

リサイクル製品販売代金

農ビ等処分受託費収益

県育成品種販売代金

種苗販売代金

受取補助金等

受取国補助金

受取県補助金

受取関係団体等助成金

受取受託金

受取県受託金

受取団体受託金

受取負担金

緑化啓発事業負担金

受取農家等負担金

受取農ﾋﾞ回収処理負担金

受取農ﾎﾟﾘ回収負担金

受取農ﾎﾟﾘ処理負担金

受取団体等負担金

受取種子事業負担金

受取交付準備金

受取団体等助成金

受取団体等負担金

受取賛助金

受取賛助金

受取積立金

受取残量処理積立金

入園料等収益

植物園入園料収益

研修室使用料収益

その他収益

雑収益

受取利息

雑収益

認証マーク代金

受取光熱費

前期損益修正益

諸引当金戻入

諸引当金戻入

交付準備金戻入額

交付準備金戻入額

経常収益計

経常費用

事業費

役員報酬

給料手当

法定福利費

退職給付費用

福利厚生費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

飼料費

減価償却費

消耗什器備品費

消耗品費

調査費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水料費

宣伝広告費

手数料

筆耕料

賃借料

環境保全事業農林業振興事業 特定鉱害復旧事業
自然観察施設管理

運営事業
採種・振興事業 原種生産事業 園芸振興事業

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで

科 目

公益目的事業会計
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△ 4

△ 4

△ 4

△ 4

△ 4

共通 小計野菜価格安定事業 共通 小計

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで

（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
内部取引

消去
合計農林業基盤整備等

受託事業
種苗販売事業
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環境保全事業農林業振興事業 特定鉱害復旧事業
自然観察施設管理

運営事業
採種・振興事業 原種生産事業 園芸振興事業

科 目

公益目的事業会計

保守管理料

保険料

諸謝金

水利費

工事費

租税公課

渉外費

生産者交付金

返戻・振替金

交付準備金繰入金

会費負担金

支払負担金

支払助成金

委託費

支払利息

許諾料

残量処理費

農地賃借料

用地費

洗浄残土処分費

雑費

管理費

役員報酬

給料手当

法定福利費

退職給付費用

福利厚生費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水料費

手数料

筆耕料

賃借料

保守管理料

保険料

諸謝金

租税公課

渉外費

会費負担金

支払負担金

委託費

支払利息

雑費

諸引当金繰入

貸倒引当金繰入

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 5,299,967 △ 10,999 △ 1,244,832 △ 2,274,761 △ 1,411,286 △ 30,157,289

基本財産評価損益等

特定資産評価損益等

投資有価証券評価損益等

評価損益等計

当期経常増減額 △ 5,299,967 △ 10,999 △ 1,244,832 △ 2,274,761 △ 1,411,286 △ 30,157,289

２．経常外増減の部

経常外収益

固定資産売却益

車両運搬具売却益

受取配当金（出資会社清算金）

受取配当金（出資会社清算金）

経常外収益計

経常外費用

固定資産除却損

車両運搬具除却損

経常外費用計

当期経常外増減額 △ 1

他会計振替額

税引前当期一般正味財産増減額 △ 5,299,967 △ 10,999 △ 1,244,833 △ 2,274,761 △ 1,411,286

法人税，住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額 △ 5,299,967 △ 10,999 △ 1,244,833 △ 2,274,761 △ 1,411,286

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高 △ 5,299,967 △ 10,999 △ 1,244,833 △ 2,274,761 △ 1,411,286

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益

特定資産運用益

一般正味財産への振替額 △ 25,981,367 △ 105,037

基本財産運用益

特定資産運用益 △ 25,981,367 △ 105,037

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 1,244,833 △ 2,274,761 △ 1,411,286
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共通 小計野菜価格安定事業 共通 小計

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
内部取引

消去
合計農林業基盤整備等

受託事業
種苗販売事業

△ 4

△ 4

△ 1,301,296 △ 38,388,277 △ 12,013,572 △ 37,960,727

△ 1,301,296 △ 38,388,277 △ 12,013,572 △ 37,960,727

△ 5,423,956 △ 5,423,956

△ 1,301,296 △ 1,827,749 △ 5,423,956 △ 12,013,572 △ 6,197,757

△ 1,301,296 △ 1,827,749 △ 5,423,956 △ 12,013,572 △ 7,075,257

△ 1,301,296

△ 26,086,404 △ 164,102 △ 26,250,506

△ 164,102 △ 164,102

△ 26,086,404 △ 26,086,404

△ 1,301,296
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１　重要な会計方針

　(1)　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の債券・・・・償却原価法（定額法）によっている。

      満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券で市場価格のないもの

・・・移動平均法による原価法によっている。

　(2)　用地資産の評価基準及び評価方法

　　　取得原価で計上している。

　(3)　固定資産の減価償却の方法

  　  定額法による減価償却を実施している。

　(4)　引当金の計上基準

　　　　洗浄残土処分引当金

　　　　・洗浄残土の処分に備えるため計上している。

　　　　退職給付引当金

　　　　・期末自己都合退職給与の要支給額の100%を計上している。

　　　　合理化事業損失引当金

　　　　・保有農地等を取得価格を下回る価格で売却する場合の損失に充てる金額を計上している。

　　　　貸倒引当金

　　　　・債権の回収不能に係る損失に充てる金額を計上している。

　　　　修繕引当金

　　　　・翌年度以降の建物等の修繕に要する費用の見込額を計上している。

　(5)　リース取引の処理方法

　　　所有権の移転する取引はなく，通常の賃貸借取引に係る方法によっている。

　(6)　消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は，税込み方式によっている。

２　会計方針の変更

　　該当なし。

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記
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３　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

（単位：円）

      基本財産

      農業担い手育成基金

      特定鉱害復旧事業等基金

      退職給付引当資産

      事故共済基金引当資産

      施設維持積立資産

      苗事故共済積立資産

      運営準備金積立資産

      固定資産積立資産

      除染対策特定費用準備資金

      償却原価引当資産

当期末残高当期増加額 当期減少額科　　　目 前期末残高

　特定資産

　基本財産

小　　　計

小　　　計

計
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４　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は，次のとおりである。

（単位：円）

      基本財産

      農業担い手育成基金

      特定鉱害復旧事業等基金

      退職給付引当資産

      事故共済基金引当資産

      施設維持積立資産

      苗事故共済積立資産

      運営準備金積立資産

      固定資産積立資産

      除染対策特定費用準備資金

      償却原価引当資産

５　担保に供している資産

　　該当なし。

－ －

科　　目 当期末残高

計

小　　　計

　基本財産

　特定資産

小　　　計

（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

 （うち負債に対応
する額）
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６　固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

７　保証債務等の偶発債務

　　該当なし。

８　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額，時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額，時価及び評価損益は，次のとおりである。

合　　計

第61回共同発行市場公募地方債

第101回共同発行市場公募地方債

第60回利付国債

第59回利付国債

第154回利付国債

合　　計

（単位：円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時　　価 評価損益

　   車両運搬具

　   什器備品

　   構築物

　   機械装置

　   建物

　   建物附属設備

（単位：円）

科　　目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

（その他固定資産）
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９　補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高

　　補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高は，次のとおりである。

10　関連当事者との取引の内容

　　 該当なし。

11　重要な後発事象

　　 該当なし。

12　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

 　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は，次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

基本財産受取利息

特定資産受取利息

流動負債

県単野菜価格安定対策事業費補助金 県

特定野菜価格安定対策事業費補助金 県

指定野菜価格安定対策事業費補助金

野菜価格安定事業運営費補助金 県

果樹経営支援対策事業等補助金 国

県

いばらきの園芸産地強化総合対策事業費補助金

県

県

農業用プラスチック処理再生対策事業費補助金 県

補助金

県

農業用塩化ビニール回収事業費補助金

6次産業化ネットワーク活動事業補助金 県

県

賃借対照表上
の記載区分

合計

経営構造対策推進事業費補助金 県

採種事業等運営費補助金

常陸秋そば・常陸大黒採種ほ設置事業費補助金

農地売買支援事業費補助金

農地売買推進事業費補助金

金　　　額内　　　　　　　　容

県

県

農業用ポリエチレン回収事業費補助金

交付者 前期末残高 当期増加額

農地中間管理機構事業費補助金

補助金等の名称

新しい農業担い手確保育成推進事業費補助金 県

当期減少額 当期末残高

県

県

（単位：円）

農地耕作条件改善事業交付金 国

農地耕作条件改善事業補助金 県

助成金

受取関係団体等助成金 団体

農業用ポリエチレン処理費補助金 県
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１　基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記に記載しているので内容の記載を省略する。

２　引当金の明細

（単位：円）

当期減少額その他の理由

　貸倒引当金…対象債権の減少による見直し。

Ⅴ　　附　属　明　細　書

当期減少額

目的使用 その他
科　　目 期首残高 当期増加額 期末残高

退職給付引当金

合理化事業損失引当金

貸倒引当金

洗浄残土処分引当金

修繕引当金

９　補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高

　　補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高は，次のとおりである。

10　関連当事者との取引の内容

　　 該当なし。

11　重要な後発事象

　　 該当なし。

12　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

 　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は，次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

基本財産受取利息

特定資産受取利息

流動負債

県単野菜価格安定対策事業費補助金 県

特定野菜価格安定対策事業費補助金 県

指定野菜価格安定対策事業費補助金

野菜価格安定事業運営費補助金 県

果樹経営支援対策事業等補助金 国

県

いばらきの園芸産地強化総合対策事業費補助金

県

県

農業用プラスチック処理再生対策事業費補助金 県

補助金

県

農業用塩化ビニール回収事業費補助金

6次産業化ネットワーク活動事業補助金 県

県

賃借対照表上
の記載区分

合計

経営構造対策推進事業費補助金 県

採種事業等運営費補助金

常陸秋そば・常陸大黒採種ほ設置事業費補助金

農地売買支援事業費補助金

農地売買推進事業費補助金

金　　　額内　　　　　　　　容

県

県

農業用ポリエチレン回収事業費補助金

交付者 前期末残高 当期増加額

農地中間管理機構事業費補助金

補助金等の名称

新しい農業担い手確保育成推進事業費補助金 県

当期減少額 当期末残高

県

県

（単位：円）

農地耕作条件改善事業交付金 国

農地耕作条件改善事業補助金 県

助成金

受取関係団体等助成金 団体

農業用ポリエチレン処理費補助金 県

－51－



（単位：円）

場所・物量等 使　用　目　的　等 金　　額

（流動資産） 現金 現金手許有高 運転資金として

預金 普通預金

常陽銀行県庁支店 運転資金として

常陽銀行県庁支店 運転資金として

常陽銀行県庁支店 運転資金として

常陽銀行県庁支店 運転資金として

常陽銀行県庁支店 運転資金として

常陽銀行県庁支店 運転資金として

常陽銀行県庁支店 運転資金として

常陽銀行県庁支店 運転資金として

常陽銀行県庁支店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 運転資金として

茨城県信連本店 野菜価格安定事業の交付準備金の資金として

定期預金

茨城県信連本店 野菜価格安定事業の交付準備金の資金として

茨城県信連本店 預り保証金として

〈現金・預金計〉

未収金

農地中間管理事業未収金 農地貸付農家他 公１・農地中間管理事業の農地賃借料収入他

農地売買支援事業未収金 農地売渡農家他 公１・農地売買支援事業の農地売渡収入他

担い手育成事業未収金 助成団体他 公１・農業担い手育成事業助成金の戻入他

就農支援資金貸付事業未収金 貸付者 公１・就農支援資金貸付事業の貸付金返済収入

県有林事業未収金 茨城県 公１・県有林事業の受託収入

自然観察施設管理運営事業未収金 茨城県他 公３・自然観察施設管理運営事業の受託収入他

農業コンサルタント事業未収金 那珂市他 収１・農業コンサルタント事業の受託収入他

調査設計事業未収金 茨城県 収１・調査設計事業の受託収入

林業緑化コンサルタント事業未収金 茨城県 収１・林業緑化コンサルタント事業の受託収入

採種振興事業未収金 全農茨城県本部 公４・残量処理積立金収入他

園芸振興事業未収金 茨城県他 公６・園芸振興事業の受託収入他

リーテム(株)他 公７・環境保全事業の販売代金収入他

農畜産業振興機構 公８・野菜価格安定事業の受託収入

全農茨城県本部他 収２・収益事業の種苗販売代金収入他

貸倒引当金 債権相手 公益目的事業における債権の回収不能に係る損
失に充てる引当金である。

△ 9,580,999 

未収補助金 茨城県他 公益目的事業等に係る補助金収益

未収利息 茨城県信連本店他 公益事業目的財産の未収利息

〈未収金計〉

貸付金

就農支援資金貸付金 貸付者 公１・就農支援資金貸付事業の貸付金

厚生資金貸付金 職員貸付者 管・厚生資金貸付金

〈貸付金計〉

用地 公１・農地売買支援事業の保有農地

〈用地計〉

Ⅵ　　財　　産　　目　　録
平成３０年３月３１日現在

貸　借　対　照　表　科　目
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場所・物量等 使　用　目　的　等 金　　額貸　借　対　照　表　科　目

前払金 日立キャピタル㈱他 公益事業，収益事業及び管理目的使用のﾊﾟｿｺﾝ
の平成30年度費用分他

〈前払金計〉

仮払金 宇都宮地方法務局真岡支局 管・不動産仮差押命令申請に係る供託金等

〈仮払金計〉

貯蔵品 収入印紙，切手他 公益事業，収益事業及び管理目的に使用する印
紙等の在庫

〈貯蔵品計〉

（固定資産）

基本財産 基本財産

定期預金 茨城県信連本店

投資有価証券 第154回利付国債

〈基本財産計〉

特定資産 農業担い手育成基金

定期預金 茨城県信連本店

投資有価証券 第59回利付国債他

長期貸付金 茨城県

特定鉱害復旧事業等基金

定期預金
茨城県信連本店 公益目的保有財産であり，運用益を特定鉱害復

旧事業の財源として使用している。

退職給付引当資産

定期預金 常陽銀行県庁支店

茨城県信連本店

投資有価証券(償却原価引当資産）

基本財産 第154回利付国債
特定資産であり，基本財産について償却原価法
に基づいて算定された額。管理費の財源として
使用している。

△ 10,089 

農業担い手育成基金 第59回利付国債他 公益目的保有財産であり，償却原価法に基づい
て算定された額。

事故共済基金引当資産

定期貯金 茨城県信連本店
公益目的保有財産であり，採種振興事業の種子
事故によって生じる損害の補償等のために備え
た積立資産である。

施設維持積立資産

定期貯金 茨城県信連本店 環境保全事業の施設維持のために備えた積立資
産である。

苗事故共済積立資産

定期貯金 茨城県信連本店 種苗販売事業の苗事故の補償のために備えた積
立資産である。

運営準備金積立資産

定期貯金 茨城県信連本店 公益目的事業の運営のために備えた積立資産で
ある。

除染対策特定費用準備資金

定期貯金 茨城県信連本店 公益目的事業の除染対策のために備えた積立資
産である。

固定資産積立資産

定期預金 常陽銀行県庁支店
公益目的事業の固定資産の取得のために備えた
積立資産である。

茨城県信連本店
公益目的事業の固定資産の取得のために備えた
積立資産である。

〈特定資産計〉

建物 1691.5ｍ 他 （共用財産）

水戸市上国井町他 うち公益目的保有財産(公1)39.6％

うち公益目的保有財産(公2)0.3％

うち公益目的保有財産(公4)2.8％

うち公益目的保有財産(公5)2.0％

うち公益目的保有財産(公6)1.5％

うち公益目的保有財産(公7)16.4％

うち公益目的保有財産(公8)1.2％

うち管理目的に使用する財産14.1％

うち収益事業に使用する財産(収1)20.6％

うち収益事業に使用する財産(収2)1.5％

収益事業に使用する財産(収1)100.0％

その他固
定資産

流　動　資　産　合　計

公益目的保有財産であり，運用益を農業担い手
育成事業の財源として使用している。

満期目的で保有し，運用益を管理費の財源とし
て使用している（国債償還後，国債を再取得し
た際に生じた差額は定期預金として維持してい
る）。

職員退職給付引当金見合の引当資産として管理
している。
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場所・物量等 使　用　目　的　等 金　　額貸　借　対　照　表　科　目

建物附属設備 1691.5ｍ 他 （共用財産）

水戸市上国井町 うち公益目的保有財産(公1)17.0％

うち公益目的保有財産(公2)0.1％

うち公益目的保有財産(公4)4.0％

うち公益目的保有財産(公5)2.9％

うち公益目的保有財産(公6)25.6％

うち公益目的保有財産(公7)14.7％

うち公益目的保有財産(公8)2.0％

うち管理目的に使用する財産10.3％

うち収益事業に使用する財産(収1)8.8％

うち収益事業に使用する財産(収2)14.6％

公益目的に使用する財産(公5)100.0％

構築物 門扉他 （共用財産）

うち公益目的保有財産(公1)4.4％

うち公益目的保有財産(公2)0.1％

うち公益目的保有財産(公3)1.6％

うち公益目的保有財産(公6)6.1％

うち公益目的保有財産(公7)84.5％

うち公益目的保有財産(公8)0.1％

うち管理目的に使用する財産0.8％

うち収益事業に使用する財産(収1)2.4％

洗車場 収益事業に使用する財産(収1)100.0％

機械装置 循環扇他 （共用財産）

うち公益目的保有財産(公6)1.7％

水戸市上国井町他 うち公益目的保有財産(公7)94.2％

うち収益事業に使用する財産(収2)4.1％

ﾄﾗｸﾀｰのｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ他 収益事業に使用する財産100.0％

車両運搬具 公用車他 公益目的保有財産(公1)100.0％

公益目的保有財産(公3)100.0％

公益目的に使用する財産(公5)100.0％

公益目的保有財産(公6)100.0％

公益目的保有財産(公7)100.0％

収益事業に使用する財産(収1)100.0％

公用車 収益事業に使用する財産(収2)100.0％

什器備品 ﾊﾟｿｺﾝ他 （共用財産）

うち公益目的保有財産(公6)39.6％

うち公益目的保有財産(公7)60.1％

うち公益目的保有財産(公8)0.2％

うち管理目的に使用する財産0.1％

公益目的保有財産(公1)100.0％

公益目的保有財産(公3)100.0％

公益目的保有財産(公4)100.0％

収益事業に使用する財産(収1)100.0％

管理目的に使用する財産100.0％

無形固定資産 会計ｿﾌﾄ他 （共用財産）

うち公益目的保有財産(公1)7.3％

うち公益目的保有財産(公2)0.1％

うち公益目的保有財産(公3)2.7％

うち管理目的に使用する財産89.9％

収益事業に使用する財産(収1)100.0％

出資金 合理化協会出資金 公益目的保有財産であり，農地保有合理化事業
に係る出資金。

〈その他固定資産計〉

うち公益目的保有財産

うち公益目的の用に使用する財産

うち引当資産

うち管理目的に使用する財産

うち収益事業に使用する財産

（流動負債） 短期借入金

農地売買支援事業資金借入金 茨城県信連本店 公１・農地売買支援事業の農地買入資金の財源
として使用している。

〈短期借入金計〉

未払金

農地中間事業未払金 市町他 公１・農地中間管理事業の市町等業務委託費未
払い分他

資　産　合　計

固　定　資　産　合　計
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場所・物量等 使　用　目　的　等 金　　額貸　借　対　照　表　科　目

農地売買支援事業未払金 嘱託員他 公１・農地売買支援事業の3月分嘱託員報酬未
払い分他

農業担い手育成事業未払金 助成対象者他 公１・農業担い手育成事業の助成金未払い分他

県有林事業未払金 嘱託員他 公１・県有林事業管理労務者の3月分嘱託員報
酬未払い分他

自然観察施設管理運営事業未払金 (株)フカヤ他 公３・自然観察施設管理運営事業の3月分重油
代未払い分他

農業コンサルタント事業未払金 嘱託員他 収１・農業コンサルタント事業の3月分嘱託員
報酬未払い分他

調査設計事業未払金 水戸税務署他 収１・調査設計事業の支払消費税未払い分他

農用地等造成事業未払金 嘱託員他
収１・農用地等造成事業の3月分嘱託員報酬未
払い分他

林業緑化コンサルタント事業未払金 嘱託員他 収１・林業緑化コンサルタント事業の3月分嘱
託員報酬未払い分他

一般事業未払金 臨時職員他 管・3月分賃金未払い分他

穀物改良事業未払金
全国農業協同組合連合
会　茨城県本部他

公４・採種・振興事業の種子残量処理費未払い
分他

水戸税務署他 公５・原種生産事業の支払消費税未払い分他

その他 管・管理目的に使用する小口費用未払い分

園芸振興事業未払金 職員他 公６・園芸振興事業の3月分旅費未払い分他

（公財）茨城県環境保
全事業団他

公７・環境保全事業の洗浄残土処分費用未払い
分他

嘱託員他
公８・野菜価格安定事業の3月分嘱託員報酬未
払い分他

全国農業協同組合連合会　茨城県本部収２・種苗販売事業の種子代未払い分他

その他 管・管理目的に使用する小口費用未払い分

〈未払金計〉

預り金 職員 職員の社会保険料負担額の預り金等である。

＜預り金計＞

仮受金 農家他 土地代収入仮受分他

〈仮受金計〉

交付準備金 茨城県補助金・負担金等
野菜価格安定事業のために保有している交付準
備金である。

＜交付準備金計＞

洗浄残土処分引当金 残土処分業者 環境保全事業の洗浄残土の処分に備えるため計
上している。

＜洗浄残土処分引当金計＞

（固定負債） 長期借入金

農地売買支援事業全国協会借入金
全国農地保有合理化協
会

公１・農地売買支援事業の農地買入資金の財源
として使用している。

厚生資金借入金 茨城県信連本店 管・職員への厚生資金貸付金の原資として使用
している。

〈長期借入金計〉

預り保証金 株式会社リーテム 環境保全事業の預り保証金である。

〈預り保証金計〉

引当金

退職給付引当金 職員 公益事業，収益事業及び管理目的の業務に従事
する職員の退職給付金の引当金である。

合理化事業損失引当金 用地 公１・保有農地等を取得価格を下回る価格で売
却する場合の損失に充てる引当金である。

修繕引当金 建物 公用財産である建物等の翌年度以降の修繕に要
する費用に充てる引当金である。

〈引当金計〉

（注）平成29年度期首及び期末の公益目的保有財産額の合計は次のとおりである。

(単位：円）

期　首

期　末

正　味　財　産

流　動　負　債　合　計

固　定　負　債　合　計

負　債　合　計

－55－





監 査 報 告 書 

 
 
公益社団法人 茨城県農林振興公社 
理 事 長 宮 本 清 一 郎 殿 
 

平成３０年５月１５日 
 

公益社団法人 茨城県農林振興公社 
 

監 事 阿 内 高 志 ㊞  
 

監 事  川 君 男 ㊞ 

 
監 事  栗 原 昌 則 ㊞ 

 
 
私たち監事は，公益社団法人 茨城県農林振興公社の平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年

3 月 31 日までの事業年度の会計及び業務の監査を行いました。その方法及び結果について，

次のとおり報告いたします。 
 
１．監査の方法の概要 
（１）会計監査については，会計帳簿及び関係書類の閲覧などを行い，計算書類（貸借対

照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録の正確性につ

いて検討いたしました。 
（２）業務監査については，事業報告等により業務の執行状況を確認するとともに必要な

資料の提供を求め，業務執行の状況及び妥当性を検討いたしました。 
 

２．監査意見 
（１）計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目

録について，法人の財産及び損益状況を正確に示しているものと認めます。 
（２）事業報告は，法令及び定款に従い，法人の状況を正しく示しているものと認めます。 
（３）理事の業務執行に関する不正の行為又は定款に違反する重大な事実はないと認め

ます。 
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